
 

なごや子ども応援委員会について   
設置の趣旨 さまざまな悩みや心配を抱える子どもや親を総合的に支援する

ため、常勤の専門職を学校現場に配置し、子どもたちと普段から関

わりながら学校と共に、問題の未然防止、早期発見や個別支援を行

い、子どもたちを支援する体制づくりを推進しています。 
経 緯 平成２６年４月 なごや子ども応援委員会 設置。以降、順次拡大 

令和 元年４月 名古屋市立全中学校に常勤のＳＣを配置 
内 容  全市立中学校１１０校に常勤のＳＣ（スクールカウンセラー）な

どの職員を配置しています。 
そのうち１１校の中学校を事務局校と位置づけ、ＳＳＷ（スクー

ルソーシャルワーカー）、ＳＳ（スクールセクレタリー）、ＳＰ（ス

クールポリス）も配置しています。 
市立小学校からの要請にも応じて対応を行っています。 
なお、市立高等学校や市立特別支援学校に対応する常勤職員も、

配置しています。 
実 績 相談等対応件数（延べ数） 

※対応例：相談室等での相談、家庭訪問、関係機関への同行支援 

区 分 件 数 

平成 26年度 2,695件  

平成 27年度 7,033件  

平成 28年度 12,078件  

平成 29年度 16,581件  

平成 30年度 26,320件  

令和元年度 35,624件  

令和 2年度 37,211件  
 

予 算 令和 3年度   １，５４３，３３１千円  不登校, 14144

精神的不安, 

8216

家庭の問題, 4696

発達障害, 2657

学校不適応, 2344

友人関係, 1535

その他, 3619
内容別件数


